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4 その他参考 

現在基本設計中であるが、検討中の内容を参考に示す。 

 

4.1 土木 

4.1.1 地下構造物の存置の方針 

撤去対象施設の地下構造物で、新設する構造物に影響が無いと考えられるもの（遊学館の基礎

等）は軟弱地盤対策の観点で有用であるため、存置可能とする方針とする。 

ただし存置する場合、発注者との協議及び存置構造物の図面作成など、環境省の通知（環循適

発第 2109301 号・第 2109302 号令和 3 年 9 月 30 日）及び既存地下工作物の取扱いに関するガイ

ドライン（一般社団法人日本建設業連合会）に基づく対応が必要である。 

 

4.1.2 地質調査 

過去に実施したボーリング調査位置及び令和 8 年に実施する予定のボーリング調査位置を図 

4.1 に示す。 

また、過去のボーリング柱状図を図 4.2～図 4.4 に示す。 
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図 4.1 ボーリング調査地点 
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図 4.2 No.1（H7） 柱状図 
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図 4.3 No.2（H7） 柱状図 
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図 4.4 No.1（H28） 柱状図 
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4.1.3 場内動線・資材置き場など 

場内の車両導線、残土仮置き及び資材置き場スペースを示した場内図面を図 4.5 に示す。 
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図 4.5 場内図面


